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村上 鬼城（むらかみ きじょう）

資 料

短冊 『秋晴や 鳶のまひ出て 海の上 鬼城』

作 者

１８６５（慶応元）．５．１７－１９３８（昭和１３）．９．１７

江戸（東京都）生まれ。

子供のころ、群馬県高崎に移り住む。高崎区裁判所構内

代書人のかたわら「ホトトギス」に投句し、正岡子規に指導

を受ける。高浜虚子に認められ、大正６年には大須賀乙

字編による「鬼城句集」を刊行する。
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